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From thinking to syncing.

要旨

論文900 は、名指しの語（座る・隣に置く・席）を既刊の射程注記を引く文にだけ使い、その文に「射程注記」

と書くという規約を置いた。本稿は、その規約が置かれたあとの  編（ 〜 ）で、射程注記を引く文を

もう一度数える。新しい定理も法則も主張しない。 第一に、規約は守られた——射程注記で既刊を引く文 

本のうち、名指しの語を持つ  本はすべて「射程注記」の語を持ち、この語を持たない  本に名指しの語は

 本だった（ 〜  では  本のうち  本）（第2節）。 第二に、射程注記を引く文は、座る文になった——

候補文  本のうち  本（ ）が座り、座らなかった引用も射程注記に触れない引用も  本だった（

〜  では  本のうち  本、 ）。結果を引く  本のうち  本（ ）は「〜を示した
——ここでは」の形である（第2節）。 第三に、これが本稿の芯である。座る席は近くなった—— 〜  の座

った文  本は、席を空けた編までの番号の距離の中央が  で、  本（ ）が  以内、  本（

）は席を空けた編も座った編で、鎖は  段まで伸びた（ 〜  では中央 、  以内  本）
（第3節）。 第四に、「先客なし」が見落とした先客は一編だった——座った文  本のうち  本（ ）

が「先客なし」と書き、中身の単位で外れたのは、  が  の扁平の席に書いた  本で、そこには  が座

っていた（  は未公開だったので、この点呼のあとで直した）。  以後の番号の席に書いた  本に外れは無

い（第4節）。 第五に、見落とされた先客は名指しの語を持たなかった——  が  を引く文は「射程注記」
の語を持つが名指しの語を持たず、  は同じ射程注記で  を結果として引いていた。  より前に座った先

客  編のうち、名指しの語を持つのは  だけである（第4節）。 第六に、分離子は、先客が座ったことを名指

しの語で書いたか、射程注記を引くだけで書いたかである——以後は「先客なし」と書く前に、席を空けた編
の番号と「射程注記」の語を持つ既刊の文を読み、名指しの語の有無で探さない（第5節）。 キーワード：点

呼、射程注記、先客、既刊との関係、規約、体系の計量。

— —



本稿の射程（射程注記）：新しい定理も法則も主張しない——数えているのは体系自身の記述であり、外の世界に
ついて何も主張しない。英語版を数えない——日本語版の .tex だけを見た。時点を固定する——  から  ま
での射程注記を写し、その写しを数えた。編が増えたり書き直されたりすれば数は動く。文の切り方だけを変え
る——射程注記の取り方は前の二回の点呼と同じで、句点で文を切るとき、括弧とかぎ括弧の中の句点では切ら
ない。判定を機械にさせない——候補文  本をすべて読み、前の二回と同じ四つに分けた。判定は射程注記の文
を読んで決め、各編の本文全体は読んでいない。二度以上扱われた射程注記の中身は、先の編と後の編の射程注
記を読んで決めた。機械がしたのは、候補を出すこと、名指しの型を分けること、読んだ表を数え直すこと、番
号の距離と鎖を数えることだけである。先客の探し方の限りを明示する——先客は、前の二回の判定の表と本稿
の表から探した。射程注記を引かずに同じ中身を扱った編は見つからない。距離で中身を裁かない——近い番号
の射程注記を扱った編の中身が薄いかどうかは測っていない。公開済みの編を直さない——公開済みの編を改訂
することは提案しない。以後の書き方の規約として述べる。未公開だった  だけは、この点呼のあとで直し
た。語を挙げることと名指すことを分ける——本稿が「座る」「隣に置く」「席」「先客なし」と書くのは数える対
象の語を挙げているだけで、既刊の射程注記を引く名指しではない。既刊との関係：論文900 は、名指しの語の
一つが射程注記の外へ広がり、判定を分けていたのが「射程注記」の一語だったことを示し、名指しの語を使う
文を限る規約を置いた——ここでは、その規約が置かれたあとの編で同じ判定を数え直し、規約が守られたあと
に何が変わり、何が一本だけ外れたかを数える。論文800 は、既刊の射程注記を引くときの書き方を一語で決
め、先に同じ中身を扱った編を引く規約を置いた——ここでは、その先客の照合が中身の単位で合っていたかを
数える。論文600 は判定語の意味が薄まったことを、論文700 は分離子の五本に一本が働いていないことを数えた
——ここでは、守られた規約のもとで一本だけ残った外れと、その外れがどこから来たかを数える。加えたの
は、候補文  本をすべて読んで分けたこと、引かれた射程注記の編までの番号の距離と鎖を三つの判定の表の上
で数えたこと、二度以上扱われた  編の射程注記の中身を読み、「先客なし」を照らしたこと、先客の文が名指
しの語を持つかを数えたこと、以後の規約を一つ置いたことである。

1. 記法と問い

設定：論文  から  までの日本語版の射程注記（本文の quote 環境で「本稿の射程」と書く部分）を写して
読む。射程注記を句点で切った文のうち、より前の論文番号を含む文を既刊を引く文、そのうち論文800 と同
じ候補の語か名指しの型を含む文を候補文と呼ぶ。句点で切るとき、括弧とかぎ括弧の中の句点では切らな
い。

名指しの型 文の中の形

座 「その席に座る」「その席にも座る」

隣 「その隣に置く」「隣にも置く」

名指さない 上のどちらも無い



判定は論文800・900 と同じ四つである。

判定 意味

座った 先の編の射程注記が脇に置いたものを、後の編が扱った

座らなかった 脇に置いたものを引いたが、扱っていない

脇に置く言明ではない 射程注記を引いたが、中身が「既知として置いた」「標準的である」など

触れていない 先の編の射程注記に触れず、結果だけを引いている

距離と鎖：座った文の番号から、席を空けた編の番号を引いた差を距離と呼ぶ（席を空けた編が二つ以上ある
ときは大きいほうの番号）。席を空けた編が、論文800・900 の判定の表か本稿の表で自分も座った編であると
き、その席をさらにたどれる段数を鎖の段数と呼ぶ。同じ先の編の射程注記の同じ中身に、より小さい番号で
座った編を先客と呼ぶ。

問い：論文900 の規約が置かれたあと、射程注記を引く文はどう変わり、「先客なし」は中身の単位で合ってい
たか。

2. 規約と判定

計算 2.1：  編はすべて射程注記を持つ。既刊を引く文は  本（論文900 の切り方なら  本）、そのうち候
補文は  本（  編）だった。

〜 「射程注記」の語がある 「射程注記」の語が無い

名指しの語がある

名指しの語が無い

〜  を同じ切り方で数えると、既刊を引く文  本のうち「射程注記」の語が無い文は  本で、そのう
ち  本が名指しの語を持ち、  本（ ）が「隣に置」を含んでいた。



観察 2.2

規約は守られた。名指しの語を持つ文と候補文はちょうど同じ  本で、名指しの型は座が  本、隣が
 本（  が  の射程注記を引く文）だった——「射程注記」の語が無い  本に、名指しの語を持つ
文は  本も無い。

観察 2.3

数え方の穴を三つ塞いだ。論文900 の切り方は括弧の中の句点で文を切り、  の文を二つに切る。論
文900 の型「席に座」は、「席にも座」の  本（ ・ ・ ・ ・ ・  の二つ目の文）を取ら
ない。かぎ括弧の中の句点で切ると、  の射程注記をかぎ括弧で引いてから名指す  の文で、名指
しの語が  を引く文から外れる——本稿の切り方と型は三つとも取り違えない（自己検査）。

計算 2.4：三つの判定の表を並べた。論文800・900 の表は、その検算の実物から読んだ。

範囲 候補文 座った 座らなかった 脇に置く言明ではない 触れていない

〜 （論文800 の表）

〜 （論文900 の表）

〜 （本稿）

観察 2.5

射程注記を引く文は、座る文になった。候補文のうち座った割合は、 〜  で 、 〜
で 、 〜  で  である——脇に置く言明ではない  本は  で、  の射程注記
が「特異等温球の名で知られている」と既知として置いたものを引いている。「席には座らない」は

 の  か所だけで、同じ文で  の見落としの席に座っている。

計算 2.6：座った文を持つ編は、 〜  で  編のうち  編（ ）、 〜  で  編のうち  編、
〜  で  編のうち  編（ ）、 〜  で  編のうち  編（ ）だった。 〜  で座っ
た文を持たないのは ・ ・  である。



観察 2.7

結果を引く文の定型が入れ替わった。「射程注記」の語が無い既刊を引く文のうち、 〜  では 

本のうち  本（ ）が「隣に置」を含み、「〜を示した——ここでは」は  本（ ）だ
った。 〜  では  本のうち「隣に置」が  本、「〜を示した——ここでは」が  本（

）である——定型が一つ消え、別の定型が現れた。後の定型は名指しの語を持たない。

3. 座る席は近くなった

計算 3.1：座った文を、席を空けた編までの番号の距離で並べた。

範囲 座った文 距離の中央 最小 最大  以内 席を空けた編も座った編

〜 （ ） （ ）

〜 （ ） （ ）

〜 （ ） （ ）

〜 （ ） （ ）

観察 3.2

これが本稿の芯である。座る席は近くなった。 〜  では、座った文  本のうち  本（ ）
が  番以内の編の射程注記に座り、  本（ ）はその編も座った編だった—— 〜  では

 以内が  本、 〜  でも  本（ ）である。

計算 3.3： 〜  の座った文の鎖の段数は、  段  本・  段  本・  段  本・  段  本だった。  段の鎖は
← ← ← ← 、 ← ← ← ← 、 ← ← ← ←  の三つで、論文800・900

の表の範囲（ 〜 ）で最も深い鎖は  段である。

観察 3.4

席を空ける見出しは増えていない。射程注記の見出しの「〜ない——」は、一編あたり 〜  で
、 〜  で 、 〜  で 、 〜  で  だった——見出し

の中に並べた項目の数は測っていない。



4. 「先客なし」と先客

計算 4.1： 〜  で座られた先の編は  編、そのうち二度以上座られた編は  編で、  編は 〜  の
中だけで二度以上座られ、 ・ ・  の三編は  より前にも座られていた。席の中身は、先の編と後の
編の射程注記を読んで決めた。



先の編 座った編（中身）

（回折限界）・ （収差）

（扁平）・ （扁平）

（聴覚（うなり））・ （インハーモニシティ）

（曲げの硬さ）・ （巻き弦）

（形が変わる仕組みの模型）・ （結合の速さ）

（二倍体）・ （世代の重なり）

（縄のたるみ）・ （足の着いている時間）

（軸の摩擦）・ （乱流の広い周波数の揺らぎ）

（林全体の標本の取り方）・ （誤差の相関）

（星の色と表面温度）・ （質量が失われること）

（反復深化と手の並べ方）・ （置換表）

（圧力角）・ （接触の応力）

（箱の数と費用）・ （二次反応）

（当て推量のある選択課題）・ （推定の効率と試行の数）

（ほかの協同の模型との比べ方）・ （結合と形の変化の速さ）

（層の境の引き方）・ （区画の中の抜き取り）

（質量を持つ破片）・ （投げ込んだ粒子）

（印が消える場合）・ （複数の人が歩く場合）

（巻き弦）・ （音程を広げる調律）

（推定の効率と試行の数）・ （見落とし）

（切り下げ）・ （中心からずらした従動節）・ （平らな面の従動節）・ （接触の応力）

（平らな面の従動節）・ （接触の応力）



（近交）・ （性比）

観察 4.2

同じ中身に二度座った組は一つだけだった。  が  の扁平の席に座り、その前に  が同じ扁平の
席に座っていた。ほかの  編では、後の編はどれも同じ射程注記の別の中身を扱っていた——  は
山頂の中心からの距離を、  は緯度  度の長さと扁平率の読み取りを数えており、結果は重ならな
い。  は未公開だったので、この点呼のあとで  を先客として引く形に直した。本稿の数は、直す
前の写しで数えた。

計算 4.3：座った文  本のうち  本（ ）が「先客なし」と書き、書かない  本はどれも「〜の射程注
記も」で始まる二つ目の文だった。中身の単位で外れたのは  の  本である。  より前の番号の席（  編）
に「先客なし」と書いた  本で外れは  本、  以後の番号の席に書いた  本で外れは  本だった。

観察 4.4

見落とされた先客は名指しの語を持たなかった。  より前に座った先客  編（ ・ ・ ）が先
の編を引く文は、三つとも「射程注記」の語を持ち、名指しの語を持つのは  だけだった——  は
同じ射程注記で  を「  は…を示した——ここでは…」の形で結果として引いており、その文は名
指しの語も「射程注記」の語も持たない。

観察 4.5

別の中身に先に座った編を引く書き方は、番号の途中で現れた。先に座った編がいた組は  組で、射
程注記のどこかでその番号を挙げた組が 、挙げない組が （  と ・  と ・  と ・

 と ）だった。座った文の中で「…の席には論文N が座った」と先客として挙げた組は （
本）で、最初は  である——  より前の  組では 、  以後の  組では （ ）で、こ
の書き方はまだ揃っていない。



5. 分離子と以後の規約

観察 5.1

分離子は、先客が座ったことを名指しの語で書いたか、射程注記を引くだけで書いたかである。 〜
 で座った文は  本すべてが名指しの型を持ち、そこで先に座った編を相手にした「先客なし」は

外れなかった——名指しの語が置かれる前の番号で座った先客は、先の編を引く文に「射程注記」の語
だけを持つことがあり、  がそれだった。

観察 5.2

以後の規約。「先客なし」と書く前に、席を空けた編の番号と「射程注記」の語を持つ既刊の文を読
み、名指しの語の有無で探さない。先客が見つかれば、結果として引くだけでなく先客として引く——

公開済みの編は直さない。これは以後の書き方についての規約である。本稿の射程注記も、論文600・
700・800・900 の結果を引く文に名指しの語を使っていない。

観察 5.3

言わないこと。英語版は数えておらず、本文の観察や結びで既刊を引く文も数えていない。判定は射程
注記の文を読んで決め、各編の本文全体は読んでいない——先客は三つの判定の表から探しただけで、
射程注記を引かずに同じ中身を扱った編は見つからず、その数は測っていない。近い番号の射程注記を
扱った編の中身の厚さも、「先客なし」をどういう手順で確かめて書いたかも測っていない。

6. 点呼と結び

1. 既刊を引く文  本、候補文  本（計算 2.1）：全部読んだ。

2. 名指しの語を持つ  本がすべて「射程注記」の語を持つ（観察 2.2）：規約は守られた。

3. 座った  本（ ）（計算 2.4）： 〜  は 。

4. 「〜を示した——ここでは」  本（ ）（観察 2.7）：定型の入れ替わり。

5. 〜  で  以内が  本（ ）（観察 3.2）：本稿の芯。

6. 席を空けた編も座った編  本（ ）、鎖  段（計算 3.3）： 〜  は  段。

7. 「先客なし」  本（ ）、外れ  本（計算 4.3）：  の扁平の席、先に 。



8.  以後の番号の席の  本に外れ （計算 4.3）：外れは  より前の番号の席の  本。

9. 先客  編のうち名指しの語を持つのは  だけ（観察 4.4）：  は持たない。

10. 名指しの語で書いたか、射程注記を引くだけで書いたか（観察 5.1）：分離子・論文600・700・800・900。

結び：座る席は近くなり、「先客なし」が見落とした一編は名指す前に座っていた。論文  から  までの射
程注記で、名指しの語を持つ  本はすべて「射程注記」の語を持ち、候補文  本のうち  本が座っていた
——論文900 が置いた規約は守られ、射程注記を引く文は座る文になった。  から  の座った文  本は、
距離の中央が  で、  本が  番以内の編の射程注記に座り、  本はその編も座った編だった——席は近
くの編が空けた席になり、鎖は  段まで伸びた。「先客なし」  本のうち外れは  の  本で、扁平の席には

 より前の番号の  が、名指しの語を持たずに座っていた（  はこの点呼のあとで直した）——  以後
の番号の席に書いた  本は外れなかった。分離子は、先客が座ったことを名指しの語で書いたか、射程注記を
引くだけで書いたかである。以後の規約——「先客なし」と書く前に、席を空けた編の番号と「射程注記」の
語を持つ既刊の文を読み、名指しの語の有無で探さない。公開済みの編は直さない。既刊との位置——論文600

は判定語の意味が薄まったことを、論文700 は装置が情報を足していないことを、論文800 は作法の名前が消え
たことを、論文900 は置いた名前が規約の外へ広がったことを数えた。ここでは、名前が規約の中に収まった
あと、名前が置かれる前に座った先客を一本見落としたことを数えた。正直に言えば——英語版も本文の観察
での引用も数えておらず、判定は射程注記の文を読んで決めた。外れは一本しか無いので、外れがどこに集ま
るかは一本から言える以上には言えない。数えた  編とこの点呼は同じ書き方の流れの中にあり、ここで測っ
た書き方から本稿が免れている保証は無い。
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